
課等名 平成28年度計画内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 平成28年度実施内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 年度実績 進捗状況 今後の課題等（検討結果等含む）

・まちづくり推進会議の中に位置付けた「マニュアル作成委員会」でのマ

ニュアル作成の検討と合わせて、協働PRチラシの改訂版を検討する。

・職員、町民の方を対象とした「協働」に関する研修を実施するため、研修

内容等を検討する。

・９月５日マニュアル作成委員会を開催し、他市のマニュアルを参考とし、

コンセプト等の検討を行った。

・職員向けの研修については、協働に関する内容で実施し、町民向けの研修

については、男女共同参画及び協働の双方の内容を含めた講座を開催するこ

とを決定した。

・まちづくり推進会議の中に位置付けた「マニュアル作成委員会」でのマ

ニュアル作成の検討と合わせて、協働PRチラシの改訂版を検討する。

・職員、町民の方を対象とした「協働」に関する研修を実施する。

・平成２９年度中に、広報さむかわにおいて自治基本条例及び協働のまちづ

くりについての特集を掲載できるよう、検討する。

・マニュアル作成委員会を２回開催し、マニュアルの骨子案の確定後、詳細

の内容を記載したたたき台を作成した。

・１月２２日に町民を対象とした男女共同参画及び協働に関する講演会を開

催した。また、２月１日に「協働に関する職員研修会」を開催した。（まち

づくり推進会議委員へ参加案内）

他市町村の事例等を情報収集しながら、まちづくり推進会議の中に位置付け

た「マニュアル作成委員会」と共に調査・検討していく。

・９月５日マニュアル作成委員会を開催し、他市のマニュアルを参考とし、

コンセプト等の検討を行った。

他市町村の事例等を情報収集しながら、まちづくり推進会議の中に位置付け

た「マニュアル作成委員会」と共に調査・検討していく。

・マニュアル作成委員会を２回開催し、マニュアルの骨子案の確定後、詳細

の内容を記載したたたき台を作成した。

地域で生涯学習活動に理解・学習意欲のある方やあらゆる分野の知識・技能

を持つ方を、世代を問わず登録し、「学びたい」という意欲のある方への紹

介や自主企画講座開催の支援等を行う生涯学習人材登録制度「ステップ・

アップ」を継続して実施することにより、シニア世代を含めた人材のキャリ

ア活用へ繋げていく。

本制度を継続して実施することにより、シニア世代を含めた人材のキャリア

活用へ繋げた。

地域で生涯学習活動に理解・学習意欲のある方やあらゆる分野の知識・技能

を持つ方を、世代を問わず登録し、「学びたい」という意欲のある方への紹

介や自主企画講座開催の支援等を行う生涯学習人材登録制度「ステップ・

アップ」を継続して実施することにより、シニア世代を含めた人材のキャリ

ア活用へ繋げていく。

上記制度を継続して実施することにより、シニア世代を含めた人材のキャリ

ア活用へ繋げた。

シニア層を中心としたまだ地域活動に参画していない潜在的な方達に地域活

動に関わっていただくきっかけづくりとなる講座開催に向け、企画運営会議

を開催する。

シニア層を中心としたまだ地域活動に参画していない潜在的な方達に地域活

動に関わっていただくきっかけづくりとなる講座開催に向け、企画運営会議

を３回開催した。

シニア層を中心としたまだ地域活動に参画していない潜在的な方達に地域活

動に関わっていただくきっかけづくりとなる講座を開催する。

シニアのための地域参画支援講座「６０代からのさむかわデビュー」実施。

高齢者の社会参加を行う場、また会員相互の親睦や地域での生きがいと健康

づくりの推進のために、町シルバー人材センターを支援していく。

高齢者の社会参加を行う場、また会員相互の親睦や地域での生きがいと健康

づくりの推進のために、町シルバー人材センターを支援した。

高齢者の社会参加を行う場、また会員相互の親睦や地域での生きがいと健康

づくりの推進のために、町シルバー人材センターを支援していく。

高齢者の社会参加を行う場、また会員相互の親睦や地域での生きがいと健康

づくりの推進のために、町シルバー人材センターを支援した。

協働のマニュアルの中に、自治基本条例及び協働のまちづくりについて周知

啓発を促す内容も含めて検討していく。

・９月５日マニュアル作成委員会を開催し、他市のマニュアルを参考とし、

コンセプト等の検討を行った。

・協働のマニュアルの中に、自治基本条例及び協働のまちづくりについて周

知啓発を促す内容も含めて検討していく。

・平成２９年度中に、広報さむかわにおいて自治基本条例及び協働のまちづ

くりについての特集を掲載できるよう、検討する。

・マニュアルに自治基本条例について説明するページを設けた。

・平成２９年１２月の広報さむかわで、「みんなの協働事業提案制度」の特

集が決定した。

・マニュアルのたたき台

を作成した。

・町民を対象とした講演

会、職員向けの研修会を

開催した。

・マニュアルのたたき台

を作成した。

Ｂ：目標

に向け順

調

マニュアルを町民の方に

手にとってもらいやすく

するため、写真やイラス

ト等を用いた工夫が必

要。また、協働ＰＲチラ

シの改訂版を兼ねたマ

ニュアルの概要版の作成

をしていく。

・実施内容に同じ。

町民の企画運営委員主体

による全４回の講座を開

催し、地域活動に参画し

ていない潜在的な方達の

地域活動に関わっていた

だくきっかけづくりの場

を提供した。

【派遣事業及び請負事業

契約金額】

・H26：

　128,896千円

・H27：

　130,794千円

【会員就業率】

・H26：79.13%

・H27：88.86%

・H28：91.04%

・マニュアルのたたき台

に自治基本条例の説明を

掲載した。

・広報さむかわ（１２月

号）で「みんなの協働事

業提案制度」の特集を掲

載する。

Ｂ：目標

に向け順

調

Ｂ：目標

に向け順

調

Ａ：達成

Ａ：達成

Ｂ：目標

に向け順

調

マニュアルを町民の方に

手にとってもらいやすく

するため、写真やイラス

ト等を用いた工夫が必

要。また、協働ＰＲチラ

シの改訂版を兼ねたマ

ニュアルの概要版の作成

をしていく。

講座受講後の意欲を実際

の地域活動につなげてい

く受け皿が必要。

特になし

（１）寒川町自治基本条例及び協働のまちづくりにつ（１）寒川町自治基本条例及び協働のまちづくりにつ（１）寒川町自治基本条例及び協働のまちづくりにつ（１）寒川町自治基本条例及び協働のまちづくりにつ

いて周知啓発の一層の推進いて周知啓発の一層の推進いて周知啓発の一層の推進いて周知啓発の一層の推進

【町の情報を得る手段の割合の約半数を占めている広

報の運用方法の改善や、若い世代の方の興味を引ける

よう様々な機会や媒体を用いた周知を行い、認知度の

向上を図る。】

協

働

文

化

推

進

課

（１）シニア世代の人材情報の集約と利用の推進（１）シニア世代の人材情報の集約と利用の推進（１）シニア世代の人材情報の集約と利用の推進（１）シニア世代の人材情報の集約と利用の推進

【活動団体に限らず、シニア世代の細かな情報を集約

し、困った時にはお互いが助け合う関係性の構築を図

ることで、シニアのキャリア活用へと繋げる。】

（２）シニア世代が集い、コミュニケーションを図（２）シニア世代が集い、コミュニケーションを図（２）シニア世代が集い、コミュニケーションを図（２）シニア世代が集い、コミュニケーションを図

る”キッカケ”の提供る”キッカケ”の提供る”キッカケ”の提供る”キッカケ”の提供

【シニア世代が気軽に集まれる集会を開催し、アイ

ディアを出し合い、積極的に関わる”キッカケ”を提

供することで、シニアのキャリア活用へと繋げる。】

（３）町及びシルバー人材センター等による総括的な（３）町及びシルバー人材センター等による総括的な（３）町及びシルバー人材センター等による総括的な（３）町及びシルバー人材センター等による総括的な

システムによるキャリア活用システムによるキャリア活用システムによるキャリア活用システムによるキャリア活用

【シニアのキャリアを生かした各種活動の場が町全体

にわたって実行できる具体的な取り組み方法と共に、

展開できるシステムとルールなどの提言に対しての早

期に構想の実現】

高

齢

介

護

課

各

課

協

働

文

化

推

進

課

教

育

総

務

課

今後も継続していく。

・マニュアルを町民の方

に手にとってもらいやす

くするため、写真やイラ

スト等を用いた工夫が必

要。

・広報さむかわ（１２月

号）の特集において、自

治基本条例についても併

せて掲載できるよう検討

していく。

第４期寒川町まちづくり推進会議報告書に対する町の考え方・対応について
１ 協働PR委員会
Ⅰ 「協働」の継続的な周知・啓発及び町職員向けの協働のマニュアル作成

Ⅱ 第３期推進会議の熟年パワー社会還元研究部会による提⾔内容の具現化

２ まちづくりワクワク委員会
Ⅰ 若い世代へのアンケート調査結果を参考とした参加・参画の促進

（１）「協働」の継続的な周知（１）「協働」の継続的な周知（１）「協働」の継続的な周知（１）「協働」の継続的な周知

【平成２７年度に全戸配布をした「協働ＰＲチラシ」

をよりよい形と改善していく上で、協働の周知を図

る。】

協

働

文

化

推

進

課

（２）協働のマニュアル作成（２）協働のマニュアル作成（２）協働のマニュアル作成（２）協働のマニュアル作成

【寒川町の目指す協働を示した手引き書を作成するこ

とにより、自治基本条例に定める自治の基本理念「町

民と町が協働するまちづくり」を推進する。】

協

働

文

化

推

進

課

取り組み担当課取り組み事項【取り組みの具体的内容】

資料番号１

1 ページ



課等名 平成28年度計画内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 平成28年度実施内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 年度実績 進捗状況 今後の課題等（検討結果等含む）

平日に参加が出来ない世代に配慮したイベント（防災講演会、防災フェア

等）の実施を検討する。また、子育て世代においても、保育園・幼稚園で園

児のお迎えの時間を利用した防災啓発事業を実施する予定。

町内における、保育園・幼稚園に対して、本事業について依頼を行い、園児

の帰宅時間にあわせた講習会、啓発用チラシ等の配付を行うとともに、家庭

での防災対策についてのアンケートを実施した。

・協働担当が開催しているまちづくり懇談会について、参加団体の定例会等

の前後や、土日及び平日の夜間等、参加団体の都合に合わせて参加しやすい

日時に開催していく。

・文化担当が開催している生涯学習や男女共同参画関連の講座等について

は、引き続き、講座内容により参加しやすい開催日時を工夫する。

・協働担当が開催しているまちづくり懇談会について、参加団体の定例会等

の前後や、土日及び平日の夜間等、参加団体の都合に合わせて参加しやすい

日時に開催した。

・文化担当が開催する生涯学習や男女共同参画関連の講座等は、下半期に開

催する予定で講座内容を検討している。

・協働担当が開催しているまちづくり懇談会について、参加団体の定例会等

の前後や、土日及び平日の夜間等、参加団体の都合に合わせて参加しやすい

日時に開催していく。

・文化担当が開催している生涯学習や男女共同参画関連の講座等について

は、引き続き、講座内容により参加しやすい開催日時を工夫する。

・協働担当で開催しているまちづくり懇談会について、参加団体と調整し、

研修のスケジュールに合わせ実施する等、参加しやすい日時に開催した。

・文化担当が開催する文教大学出張講座や男女共同参画講座について、講座

内容により参加しやすい日時に開催した。

消費生活講座の休日開催 消費生活講座を10月2日（日）に実施した。

父親参加型の事業を企画する場合には、日時の設定を考慮していく。 父親参加型の事業は未実施。

父親参加型の事業を企画する場合には、日時の設定を考慮していく。

他課でも親子向けの事業を実施している状況の中で、夜間、土日などは家族

との時間を過ごすことが子育てにとって重要であるとの考えから当課の立場

では、積極的な事業設定は行わないこととした。

なお、町が支援している子育て支援団体が企画した親子参加型のイベントに

ついて土曜日の開催もあり、広報等で周知した。

共働き世代が参加しやすいよう土日や祝日に開催している。

・親子料理教室

・父親母親教室

・成人健診

・歯っぴいでー

○親子料理教室：5/22（日）11組（22名）

○父親母親教室：6/5（日）妊婦15人・夫14人、7/31（日）妊婦10人・

夫6人、9/25（日）妊婦9人・夫7人

○成人健診：8/27（土）98人

○歯っぴいデー：6/5（日）74人

共働き世代が参加しやすいよう土日や祝日に開催している。

・父親母親教室

・がん検診

・レクリエーションフェスティバル

・さむかわスポーツデイ

○父親母親教室 ：12/4（日）妊婦14人・夫11人、3/12（日）妊婦11

人・夫11人

○がん検診：10/30（日）115人、1/14（土）87人

○レクリエーションフェスティバル9/4(日)　458名

○さむかわスポーツデイ10/10(月)　1,364名

町が関係団体となっている各種イベントにおいて多くの方が参加しやすい土

日祝日開催を実施していく。

計画通り実施した。

（内訳）

・神輿まつり　7月18日（月・祝日）

・びっちょり祭　8月14日（日）

・彼岸花まつり　9月22日（木・祝日）

　※雨天のため寒川会場式典は中止。

土日祝日の開催を実施す

ることで、共働き世代へ

の参加を促した。

町が関係団体となっている各種イベントにおいて多くの方が参加しやすい土

日祝日開催を実施していく。

計画通り実施した。

（内訳）

・寒川みんなの花火　11月5日（土）

・寒川町産業まつり　11月19日（土）、20日（日）

①　共働き世代に配慮したイベント等の

      日時設定

子

育

て

支

援

課

健

康

・

ス

ポ

ー

ツ

課

（

【

現

】

子

育

て

支

援

課

）

産

業

振

興

課

・８園中３保育園で講習

会実施、アンケートにつ

いては８園で実施。

Ｂ：目標

に向け順

調

Ａ：達成

Ａ：達成

Ｅ：取り

組みを行

わないこ

ととした

Ａ：達成

Ｂ：目標

に向け順

調

危

機

管

理

課

協

働

文

化

推

進

課

町

民

窓

口

課

・担当する事業につい

て、町民の方が参加しや

すい日時に開催をした。

各

課

今後も継続していく。

目標とする休日開催をす

ることができた。

次年度も休日にて開催で

きるよう日程調整を行い

たい。

特になし

今後も継続していく。

各種イベントにおいては

土日祝日の開催を基本と

しているが、参加者数の

増加を図るため試行的に

開催日を変更すること

は、住民の混乱を招く可

能性があり、事前の周知

を徹底するなどの対応が

必要となってくる。

１回実施

なし

実施内容のとおり実施し

た。

８園中３保育園のみでの

講習会等の実施となった

ため、今後、継続実施し

ていくのはもちろんのこ

と、全施設で実施出来る

よう啓発を行う必要があ

る。また、アンケートを

実施した結果、家庭での

備蓄が不十分であること

が分かったので、今後、

家庭における備蓄をさら

に啓発していく必要があ

る。

２ まちづくりワクワク委員会
Ⅰ 若い世代へのアンケート調査結果を参考とした参加・参画の促進

取り組み事項【取り組みの具体的内容】 取り組み担当課

（２）若い世代が魅力を感じるまちづくり活動の促進（２）若い世代が魅力を感じるまちづくり活動の促進（２）若い世代が魅力を感じるまちづくり活動の促進（２）若い世代が魅力を感じるまちづくり活動の促進

【平成２７年度に実施した「寒川町まちづくりに関するアンケート結果」で、まちづくりや町民活動に参加するために必要なこととして「参加のしやすい活動」というご意見が多かったことを踏まえ、”参加してみたいけれどできていない若い世代の方々”を活動へ取り込んでいく。】
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課等名 平成28年度計画内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 平成28年度実施内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 年度実績 進捗状況 今後の課題等（検討結果等含む）

共働き世代に配慮して、次のとおりイベントを土日に設定する。環境フェス

ティバル、相模川美化キャンペーン、ニコニコリサイクルフリーマーケッ

ト、森を知ろう（湘南エコウェーブ事業）、まちぐるみ美化運動

共働き世代に配慮して、次のとおりイベントを土日に設定し、実施しまし

た。

環境フェスティバル、相模川美化キャンペーン、ニコニコリサイクルフリー

マーケット、森を知ろう（湘南エコウェーブ事業）、まちぐるみ美化運動

共働き世代に配慮して、次のとおりイベントを土日に設定する。ニコニコリ

サイクルフリーマーケット、まちぐるみ美化運動、目久尻川小出川美化キャ

ンペーン、ペットの避難訓練と愛犬のしつけ教室

共働き世代に配慮して、次のとおりイベントを土日に設定しました。

ニコニコリサイクルフリーマーケット、まちぐるみ美化運動、目久尻川小出

川美化キャンペーン、ペットの避難訓練と愛犬のしつけ教室、野鳥観察会

イベント等の日時設定は、関係団体等と調整し、世代間に配慮した日程調整

に努める。（農産物品評会・魅力発見ツアー・湘南花の展覧会・湘南梨品評

会・フラワーアレンジ・寄せ植え体験・親子料理教室等）

イベント等の日時設定は、関係団体等と調整し、世代間に配慮した日程調整

に努め、イベントを実施した。（魅力発見ツアー・湘南梨品評会・フラワー

アレンジ・寄せ植え体験・親子料理教室等）

今後も継続していく。

イベント等の日時設定は、関係団体等と調整し、世代間に配慮した日程調整

に努める。（農産物品評会・魅力発見ツアー・湘南花の展覧会・湘南梨品評

会・フラワーアレンジ・寄せ植え体験・親子料理教室等）

イベント等の日時設定は、関係団体等と調整し、世代間に配慮した日程調整

に努め、イベントを実施した。（農産物品評会・湘南花の展覧会・フラワー

アレンジ・寄せ植え体験）

各種事業で土日開催を実施

考古学講座4/24（日）、5/21（土）、6/4（土）、布ぞうり作り教室

6/25（土）、人権教育事業9/10（土）

各種事業で土日開催を実施

縄文土器を使ったワークショップ10/29（土）、遺跡講演会11/5（土）、

土偶作り教室11/19（土）、お飾り講習会12/10（土）、家庭教育支援事

業「ママパパのための絵本講座」12/10(土)・12/17(土)、家庭教育支援講

座「パパママいっしょにニコニコ子育てライフ」1/29(日)

小学生以上を対象とする事業については、講師と調整し、できる限り土日祝

日開催で行う。

（夏休みなどの学期末長期休暇期間を除く）

サイエンスフェスティバル、科学少年団を土日開催とした。

小学生以上を対象とする事業については、講師と調整し、できる限り土日祝

日開催で行う。

（冬休みなどの学期末長期休暇期間を除く）

前期は子ども向け事業のみ、すべて土日開催とすることができたが、大人向

け事業は一部平日開催となってしまった。しかし、後期については町民セン

ターで主催する事業については、すべての事業を土日祝日に開催することが

できた。（推進員事業についてのみ、２講座平日開催）

小学生以上の事業については、講師と調整し、できる限り土日開催で行う。

（学校の夏休みなどの学期末長期休暇期間を除く）

講座全て土・日で開催した。（小・中学生対象事業は、夏休み期間を除く）

小学生以上の事業については、講師と調整し、できる限り土日開催で行う。

（学校の冬休みなどの学期末長期休暇期間を除く）

講座ほぼ全て土・日で開催した。（小・中学生対象事業は、夏休み期間を除

く）

小学生以上の事業については、講師と調整し、できる限り土日開催で行う。

（サマースクールを除く）

【土日に開催した事業】クッキング：５／７・５／８・６／１９、クラフ

ト：４／２３・７／３・９／４、メイクアップレッスン：５／２１・５／２

８、料理教室：９／１１、外国文化・料理：９／２４（１０／８予定）

土日に開催できなかった事業：英会話

小学生以上の事業については、講師と調整し、できる限り土日開催で行う。

【土日に開催した事業】クッキング：１１／２０・１２／１１・２／１１、

クラフト：１０／１６・１／２２、そば打ち教室：１０／２３、レザークラ

フト教室：１０／３０・１１／６、手芸教室：１１／１２・１１／１９、自

分で出来る簡単マッサージ教室：１１／５・１１／２６、寒川神社を知ろう

講座：１２／３、男声合唱教室：１／２１・２／４、料理教室：２／５、外

国文化・料理１０／８

【土日に開催できなかった事業】書き初め大会１／５、クラフト教室３／２

９（長期休暇時に開催）

自主防災組織の訓練においては、出来るだけ多くの地域住民の参加をＰＲし

ていただくようお願いをしていくとともに、訓練時に防災用品（備蓄食糧）

等の啓発用パンフレット等を配付し参加を促ていく。

自主防災組織の訓練において、世代を問わず多くの地域住民に参加をしてい

ただいた。また、訓練時に防災用品（備蓄食糧）等や啓発用パンフレット等

を配付し今後も継続した参加を促した。

自主防災組織の訓練においては、出来るだけ多くの地域住民の参加をＰＲし

ていただくようお願いをしていくとともに、訓練時に防災用品（備蓄食糧）

等の啓発用パンフレット等を配付し参加を促ていく。

自主防災組織の訓練時等において、実施時に防災用品（備蓄食糧）等の啓発

用パンフレットを配布し、参加を促すとともに、具体的な備蓄方法や防災対

策について説明等を行った。

各

課

計画どおり、共働き世代

に配慮して土日にイベン

トを実施しました。

土日祝日に開催も若い世

代の参加は少ないため、

託児ありにするなど子育

て世代が参加しやすいよ

う環境を整えていく必要

がある。

事業内容について、指定

管理者と調整が必要。

環

境

課

農

政

課

Ｂ：目標

に向け順

調

Ｂ：目標

に向け順

調

Ａ：達成

①　共働き世代に配慮したイベント等の

      日時設定

教

育

総

務

課

町

民

セ

ン

タ

ー

北

部

公

民

館

南

部

公

民

館

Ｂ：目標

に向け順

調

Ａ：達成

Ａ：達成

Ｂ：目標

に向け順

調

平日に開催した事業は１

つであり、他の事業と調

整しながら土日に開催す

ることが出来た。

・２２自治会中１８自治

会で実施。

イベント等の日時設定

は、関係団体等と調整

し、世代間に配慮した日

程調整に努め、イベント

を実施した。

・９事業を土日開催とし

た

他公民館に比べ、対象が

大人向けの事業が多い

が、それらとも調整しな

がらうまく配置すること

ができた。

年間を通して、ほぼ土・

日祝日で開催した。

危

機

管

理

課

魅力ある事業を実施し、

今後も参加者を確保する

こと。

取り組み担当課

単に土日開催だけでは若

い世代が参加するわけで

は無いが、特に仕事をし

ている世代は土日の事業

にしか参加できないの

で、今後も継続していく

必要性はあると思われ

る。

２ まちづくりワクワク委員会
Ⅰ 若い世代へのアンケート調査結果を参考とした参加・参画の促進

取り組み事項【取り組みの具体的内容】

②　地域の中で新旧住民が気軽に参加でき

　　る、世代間交流や親子向けのイベント

　　の実施

土日開催にしても若い世

代の参加が少ないが、託

児ありにするなど子育て

世代が参加しやすいよう

環境を整えていく必要が

ある。また、夏休み等子

どもの長期休暇中の平日

に行った親子で参加する

教室や英会話教室は若い

世代も参加があった。そ

のことも踏まえて、開催

日等も検討していく必要

がある。

本年度実施がされていな

い自治会等に訓練が実施

出来るよう促すととも

に、実施している自主防

災組織に対しても、さら

に内容の充実した訓練が

実施出来るよう継続して

啓発を行う。
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課等名 平成28年度計画内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 平成28年度実施内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 年度実績 進捗状況 今後の課題等（検討結果等含む）

・協働担当が開催しているまちづくり懇談会について、町の各施設、学校、

老人クラブ連合会、ボランティア連絡協議会、登録ボランティア団体、自治

連、民生委員、生涯学習登録講師等、様々な団体・個人に参加していただけ

るよう呼びかけていく。

・文化担当が開催しているイベントについて、世代間交流や親子向けとなる

ような内容を検討する。

・協働担当が開催しているまちづくり懇談会について、町の各施設、学校、

老人クラブ連合会、ボランティア連絡協議会、登録ボランティア団体、自治

連、民生委員、生涯学習登録講師等、様々な団体・個人に参加していただけ

るよう呼びかけた。また、企業の労働組合、高等学校、マンションの町内

会、商工会青年部といった若者・子育て世代編のまちづくり懇談会を開催し

た。

・文化担当が下半期に開催するイベントについて、世代間交流や親子向けと

なるような内容を検討している。また、実行委員会形式で開催した町共催イ

ベント「平和フェスティバルinさむかわ」では、子どもが参加しやすいプロ

グラムを検討し、児童クラブの子どもの絵の展示や紙芝居、親子太鼓（和太

鼓）サークルの演奏等をアトラクションに取り入れた。

・協働担当が開催しているまちづくり懇談会について、町の各施設、学校、

老人クラブ連合会、ボランティア連絡協議会、登録ボランティア団体、自治

連、民生委員、生涯学習登録講師等、様々な団体・個人に参加していただけ

るよう呼びかけていく。

・文化担当については、文化祭やわくわくブックマーケットを開催し、世代

間交流等を図る。

・協働担当が開催したまちづくり懇談会について、町の各施設、学校、老人

クラブ連合会、ボランティア連絡協議会、登録ボランティア団体、自治連、

民生委員、生涯学習登録講師等、様々な団体・個人に参加していただけるよ

う呼びかけた。また、文教大学や町内会、消防分団、青年会議所、さがみ農

業協同組合寒川町青壮年部といった若者・子育て世代編のまちづくり懇談会

を開催した。

・文化担当が開催した文化祭では、町から町内の音楽関係団体へ舞台発表の

出演枠に寒川高校の軽音楽部が参加できないか打診し、軽音楽部が参加する

ことができた。わくわくブックマーケットでは、高校生の部活のアトラク

ションの出演や絵本の読み聞かせ、シャボン玉等子ども向けのアトラクショ

ンを取り入れた。また、会場で、ゆうゆう学園修了式を行った。

子育て支援センターを中心として、親子向けイベントを毎月実施する。子育

て支援は、地域との繋がりと協力が重要なことから、イベント等の講師につ

いては、町のボランティア登録者など町内の講師を基本とする。また世代間

交流については、イベント内容（ウクレレ鑑賞など）により、子育て支援セ

ンターの1～2階部分を利用しているこすもすの郷の利用者を招待し、交流を

図っていく。

子育て支援センターを中心として、親子向けイベントを毎月実施した。また

世代間交流については、９／１４にウクレレ鑑賞会を実施し、こすもすの郷

の利用者を招待し、交流を図った。１２月にもう一回開催予定。

９／１４　親子１０組２３人参加

こすもすの郷からは、利用者７人職員５人が参加

子育て支援センターを中心として、親子向けイベントを毎月実施する。子育

て支援は、地域との繋がりと協力が重要なことから、イベント等の講師につ

いては、町のボランティア登録者など町内の講師を基本とする。また世代間

交流については、イベント内容（ウクレレ鑑賞など）により、子育て支援セ

ンターの1～2階部分を利用しているこすもすの郷の利用者を招待し、交流を

図っていく。

１２月の世代間交流は、予定どおり開催。

１２／１４　親子１０組２４人参加

こすもすの郷からは、利用者１９人職員７人が参加

地域の中で誰もが気軽に参加できるイベントを実施している。

○チャレンジデー

○寒川町レクリエーションフェスティバル

○チャレンジデー

　5月25日（水）実施　25，710人

○寒川町レクリエーションフェスティバル

　9月4日（日）実施　458人

地域の中で誰もが気軽に参加できるイベントを実施している。

○さむかわスポーツデイ

○さむかわスポーツデイ　10/10(月)　1,364名

町民が気軽に参加できるイベントの開催を各実行委員会及び商店街等と検討

していく。また、各イベントの中で親子向けに実施できるものを適宜検討し

ていく。

各イベントでは、関係団体と連携し、模擬店及びステージイベント等を通じ

て住民間交流の促進を図った。　また、８月に開催した「びっちょり祭」で

は、例年のイベントに加え、親子向けとして「シャボンだMAX」を実施し

た。

町民が気軽に参加できるイベントの開催を各実行委員会及び商店街等と検討

していく。また、各イベントの中で親子向けに実施できるものを適宜検討し

ていく。

各イベントでは、関係団体と連携し、模擬店及びステージイベント等を通じ

て住民間交流の促進を図った。

地域の中で新旧住民が協力してごみ拾いなどを行うまちぐるみ美化運動を実

施する。また、親子で参加できるイベントとして、親子環境バスツアー（湘

南エコウェーブ事業）や川の生き物調査隊を実施する。

地域の中で新旧住民が協力してごみ拾いなどを行うまちぐるみ美化運動を実

施した。

また、親子で参加できるイベントとして、親子環境バスツアー（湘南エコ

ウェーブ事業）や川の生き物調査隊を実施した。

地域の中で新旧住民が協力してごみ拾いなどを行うまちぐるみ美化運動や目

久尻川小出川美化キャンペーンを実施する。

地域の中で新旧住民が協力してごみ拾いなどを行うまちぐるみ美化運動や目

久尻川小出川美化キャンペーンを実施しました。

関係参加団体等の調整を行い、住民が参加しやすいイベントの開催に努め

る。（魅力発見ツアー・湘南梨品評会・フラワーアレンジ・寄せ植え体験・

親子料理教室等）

関係参加団体等の調整を行い、住民が参加しやすいイベントの開催に努め

た。（魅力発見ツアー・湘南梨品評会・フラワーアレンジ・寄せ植え体験・

親子料理教室等）

関係参加団体等の調整を行い、住民が参加しやすいイベントの開催に努め

る。（農産物品評会・湘南花の展覧会・フラワーアレンジ・寄せ植え体験

等）

関係参加団体等の調整を行い、住民が参加しやすいイベントの開催に努め

た。（農産物品評会・湘南花の展覧会・フラワーアレンジ・寄せ植え体験）

取り組み事項【取り組みの具体的内容】

２ まちづくりワクワク委員会
Ⅰ 若い世代へのアンケート調査結果を参考とした参加・参画の促進

取り組み担当課

各

課

計画どおり実施

実施内容のとおり実施し

た

住民に向けて幅広く開催

することで、新旧住民、

世代間交流を促した。

美化に関する事業は、地

域の新旧住民の方々に参

加していただいた。

また、バスツアーや調査

隊は、親子での参加に限

定し、若い世代の方々に

参加していただいた。

②　地域の中で新旧住民が気軽に参加でき

　　る、世代間交流や親子向けのイベント

　　の実施

Ａ：達成

Ａ：達成

Ａ：達成

Ａ：達成

Ａ：達成

Ｂ：目標

に向け順

調

・幅広い世代が参加する

イベントを開催できた。

協

働

文

化

推

進

課

子

育

て

支

援

課

魅力ある事業を実施し、

今後も参加者を確保する

こと。

今後も継続していく。

関係参加団体等の調整を

行い、住民が参加しやす

いイベントの開催に努め

た。

各イベントでは住民に幅

広く参加してもらえるよ

う開催しているが、新旧

住民や世代間交流を図る

ためにも参加者に合わせ

た周知方法やイベント内

容等を検討していく必要

がある。

子育て支援センター事業

として実施する世代間交

流事業については、課題

なし。

今後も継続していく。

環

境

課

農

政

課

健

康

・

ス

ポ

ー

ツ

課

産

業

振

興

課

今後も継続していく。

4 ページ



課等名 平成28年度計画内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 平成28年度実施内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 年度実績 進捗状況 今後の課題等（検討結果等含む）

高齢者中心で構成される郷土研究会に子ども向け事業を委託、開催し、世代

間交流や親子参加事業を実施

寒川町郷土研究会に委託し、8/2に「昔の遊び教室」を実施。高齢者と子ど

も達の交流、親子の参加などが見られた。

家庭教育支援事業において、親子で参加できる講座を実施

親子でふれあいえる場として、家庭教育支援事業「ママパパのための絵本講

座」、「パパママいっしょにニコニコ子育てライフ」を実施。

（世代間交流）

キッズダンスから社交ダンスまで、幅広い世代が交流できるダンスフェスタ

（親子向け）

囲碁将棋教室、親子リトミック教室

7/23ダンスフェスティバルを開催した。

（世代間交流）公民館まつり

（親子向け）クリスマスのつどい、クリスマスひろば

世代間交流・親子向け事業としては、乳幼児も参加可能なピアノコンサート

「ふれあいコンサート」を実施した。（託児室やベビーカー置き場等、乳幼

児をつれたお母さん世代も来場しやすい環境の事業づくりにつとめた）

（世代間交流）夏休みこどもフェスティバル

（親子向け）おはなし図書館、七夕飾り作り教室

夏休みこどもフェスティバルは、小学生が実行委員となり、北部公民館生涯

学習推進員の指導の下ゲームなどのフェスティバル内容について、企画・立

案し、実施した。おはなし図書館については、ボランティアの方達のご協力

により参加した親子が楽しく聞いていた。また、七夕飾り作り教室も親子で

楽しみながら折り紙で七夕飾りを作っていた。

（世代間交流）公民館まつり

（親子向け）クリスマスのつどい

世代間交流で各サークルの発表の場として公民館まつりを実施した。

親子向け事業で、フラダンスや合唱などのクリスマスのつどいを実施した。

（親子向け）サマースクール（かけっこを科学の力で速くしよう）、親子リ

トミック教室、親子パン作り教室

７／２７サマースクール（かけっこを科学の力で速くしよう）

８／２８親子パン作り教室

親子リトミック教室は１０月開催予定

（世代間交流）公民館まつり

（親子向け）クリスマスひろば

親子リトミック教室：１０／１４、２８

クリスマスひろば：１２／１７

公民館まつり：３／１１、１２

インターネットを活用した広報媒体として現在運用しているツイッター、i広

報紙に加え、若い世代をはじめ、幅広い年齢層に急激に普及率が高まってい

るSNS（フェイスブック・インスタグラム）を開始するための運営方針を定

める。

※インスタグラムについては、8月14日より運用開始。

※フェイスブックについては、9月1日より運用開始予定。

全項目について、運用開始済み。

上半期に新たに運用開始したSNSの反響を検証し、発信内容の更なる充実に

努め、フォロワー数の増加を促進する。

フォロワー数も着実に増えてきていることから、全庁的に積極的に運用が図

られインターネットを通じた住民への情報発信が推進できている。

若者の防災・減災意識を高めるため、若者の生活や思考に近づき、ＨＰ、Ｓ

ＮＳ等を活用して 災害に関する情報を継続して発信していく。

毎月第一日曜日の家族防災会議の日に、防災行政用無線と連動したメール配

信やＨＰ掲載を行っている。

若者の防災・減災意識を高めるため、若者の生活や思考に近づき、ＨＰ、Ｓ

ＮＳ等を活用して 災害に関する情報を継続して発信していく。

毎月第一日曜日の家族防災会議の日に、防災行政用無線と連動したメール配

信やＨＰ掲載を行った。

まちづくり懇談会及び生涯学習関連事業の情報については、ツイッター、

メール配信、ホームページを活用しているが、フェイスブックやインスタグ

ラム等、新たなSNSによる情報提供も検討する。

フェイスブックとインスタグラムについては、８月１２日に運用のガイドラ

インができた。上半期は、８月１２日以降まちづくり懇談会を開催していな

い。文化担当では、湘南の魅力発見プロジェクト参加者募集をフェイスブッ

ク上で呼び掛けた。

まちづくり懇談会及び生涯学習関連事業の情報については、ツイッター、

メール配信、ホームページを活用しているが、フェイスブックやインスタグ

ラム等、新たなSNSによる情報提供も検討する。

・協働担当で開催した地域版のまちづくり懇談会では、フェイスブックやイ

ンスタグラムを用い広く周知した。

・文化担当では、各種講座やわくわくブックマーケットについて、フェイス

ブックにより情報発信した。

街頭キャンペーン等に関する周知について、ツイッター等のＳＮＳの利用を

検討していく

自殺防止対策街頭キャンペーンについて、ツイッター及びフェイスブックを

利用し、周知を行った。

消費生活関連情報の周知について、ツイッター等のＳＮＳの利用を検討して

いく

消費生活講座に関してツイッターを利用し、周知を行った。

ＨＰの子育てのトップに町の子育て世帯を対象とした事業を集約した「すく

すくなび」を新たに設定する。

ＨＰの子育てのトップに町の子育て世帯を対象とした事業を集約した「すく

すくなび」を新たに設定した。

ＨＰの子育てのトップに町の子育て世帯を対象とした事業を集約した「すく

すくなび」を新たに設定するとともに、健康・スポーツ課で今年度導入予定

の「(仮）母子健康アプリケーション」でも子育て支援情報を提供していく。

母子健康アプリも健康・スポーツ課で導入済みで、子育て支援情報の提供も

実施中。

年間を通じて、世代間交

流や親子で参加できる講

座等を実施した。

２ まちづくりワクワク委員会

Ａ：達成

Ｂ：目標

に向け順

調

Ａ：達成

Ａ：達成

Ｂ：目標

に向け順

調

危

機

管

理

課

計画どおり実施

現状を継続していくとと

もに、メール配信内容や

ＨＰの充実を検討してい

く。

家族防災会議の日１２

回、その他災害情報（台

風９号の注意喚起）１回

・フェイスブックにより

情報を得て講座を受講し

た参加者がいた。

キャンペーンや講座の開

催について、SNSを利用

し周知を行うことができ

た。

当初の計画どおり事業が

行えた。親子で参加する

ことにより、子ども向け

事業とは違った雰囲気が

あり、親子のコミュニ

ケーションが取れてい

た。

郷土研究会への委託は平

成28年度で終了し、教

育委員会の事業として実

施していく。その他につ

いては今後も継続して実

施していく。

事業内容について、今後

指定管理者と調整が必

要。

事業内容について、指定

管理者と調整が必要

特になし

全庁的に積極的に運用出

来ている。

今後も継続していく。

今後も継続していく。

なし

今後も継続していく。

なお、講座などイベント

だけでなく、定期的に消

費生活関連情報の周知を

行えるよう努めたい。

協

働

文

化

推

進

課

町

民

セ

ン

タ

ー

教

育

総

務

課

北

部

公

民

館

南

部

公

民

館

企

画

政

策

課

Ⅰ 若い世代へのアンケート調査結果を参考とした参加・参画の促進

取り組み事項【取り組みの具体的内容】 取り組み担当課

②　地域の中で新旧住民が気軽に参加でき

　　る、世代間交流や親子向けのイベント

　　の実施

③　インターネット等を通じた若い世代の方

　　への身近な情報発信の工夫

各

課

町

民

窓

口

課

子

育

て

支

援

課

Ｂ：目標

に向け順

調

Ａ：達成

Ｂ：目標

に向け順

調

Ｂ：目標

に向け順

調

参加者数は横ばいである

ものの、事業について

「開催を毎年楽しみにし

ている」との意見がアン

ケート等に寄せられてお

り、事業の定着ぶりが伺

える。

年間をとおして子ども向

け事業を多く実施した
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課等名 平成28年度計画内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 平成28年度実施内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 年度実績 進捗状況 今後の課題等（検討結果等含む）

神奈川県が実施する母子健康アプリについてのワーキンググループに参加

し、子育て情報の利便性を向上させる、しくみづくりを実施する。

9/6アプリの利用開始

ホームページ掲載、チラシの配布（窓口、健診、相談、訪問）、ポスター掲

示

９／１電子母子手帳アプリ（のびのびすくすく寒川）の利用開始

○利用者がアプリを使い、子どもの成長記録や予防接種の管理

○町からの健診日時や子育て情報の発信

母子健康手帳交付時及び健診、教室時にチラシを配布。

アプリで町からの母子保健や子育て情報を発信。

３／３現在　ユーザー数９４名

現在運用しているツイッターや広報紙、関係団体による周知を活用し、情報

発信していく。

町からのツイッター等による情報発信に加え、関係団体によるSNSを活用

し、若い世代に向けた情報発信を実施した。

現在運用しているツイッターや広報紙、関係団体による周知に加えて、8月

から開始されるインスタグラム及び9月からのフェイスブックを活用し、イ

ベント内容に合わせた周知方法で情報発信していく。

町からのツイッターや、新たに開始されたフェイスブックによる情報発信を

実施した。加えて、関係団体によるSNSを活用し、若い世代に向けた情報発

信を実施した。

イベント内用等を広報・ホームページ・ポスター等で周知に努める。 イベント内容等を広報・ホームページ等で周知に努めた。

イベント内用等を広報・ホームページ・ポスター等で周知に努める。 イベント内容等を広報・ホームページ等で周知に努めた。

各事業実施について、町ホームページ及び神奈川県等関連団体、自治体ホー

ムページへ掲載したり、町ツイッター、メールサービスでの配信をしたりす

る。

各種事業時において町ホームページ、ツイッター、メール配信、県埋蔵文化

財センター、プラネット神奈川など県の事業紹介ホームページに掲載した。

各事業実施について、町ホームページ及び神奈川県等関連団体、自治体ホー

ムページへ掲載したり、メールサービス、町ツイッター等での配信をしたり

する。

各種事業時において町ホームページ、ツイッター、メール配信、県埋蔵文化

財センター、プラネット神奈川など県の事業紹介ホームページに掲載した。

３館共に無料Wi-Fiを提供しているので、ブラウザでアクセスしたときに町の

ホームページが出るよう設定する。

技術的に不可能ではないが、現在設置しているwi-fiルーター（ポケットwi-

fi）にその機能がないため、設定でない。来年度指定管理に移行する際に導入

をできるよう進める。

３館共に無料Wi-Fiを提供しているので、ブラウザでアクセスしたときに町の

ホームページが出るよう設定する。

各講座のお知らせをホームページに掲載した。

Ｗｉ－ｆｉについては、指定管理者が設置予定。

３館共に無料Wi-Fiを提供しているので、ブラウザでアクセスしたときに町の

ホームページが出るよう設定する。

技術的に不可能ではないが、現在設置しているwi-fiルーター（ポケットwi-

fi）にその機能がないため、設定でない。来年度指定管理に移行する際に導入

をできるよう進める。

３館共に無料Wi-Fiを提供しているので、ブラウザでアクセスしたときに町の

ホームページが出るよう設定する。

技術的に不可能ではありませんが、現在設置しているwi-fiルーター（ポケッ

トwi-fi）にその機能がないため、設定できません。来年度指定管理に移行す

る際に導入をできるよう進めます。

３館共に無料Wi-Fiを提供しているので、ブラウザでアクセスしたときに町の

ホームページが出るよう設定する。

各講座のお知らせを町ホームページへ掲載する。

技術的に不可能ではないが、現在設置しているwi-fiルーター（ポケットwi-

fi）にその機能がないため、設定でない。来年度指定管理に移行する際に導入

をできるよう進める。

３館共に無料Wi-Fiを提供しているので、ブラウザでアクセスしたときに町の

ホームページが出るよう設定する。

各講座のお知らせを町ホームページへ掲載する。

各講座のお知らせをホームページに掲載した。

Ｗｉ－ｆｉについては、指定管理者が設置予定。

各

課

③　インターネット等を通じた若い世代の方

　　への身近な情報発信の工夫

Ｂ：目標

に向け順

調

Ｂ：目標

に向け順

調

Ｂ：目標

に向け順

調

Ｂ：目標

に向け順

調

２ まちづくりワクワク委員会
Ⅰ 若い世代へのアンケート調査結果を参考とした参加・参画の促進

取り組み事項【取り組みの具体的内容】 取り組み担当課

教

育

総

務

課

町

民

セ

ン

タ

ー

北

部

公

民

館

南

部

公

民

館

健

康

・

ス

ポ

ー

ツ

課

（

【

現

】

子

育

て

支

援

課

）

産

業

振

興

課

農

政

課

Ａ：達成

Ｂ：目標

に向け順

調

Ｂ：目標

に向け順

調

実施内容のとおり実施し

た

各SNSを活用し、若い世

代に向けた情報発信を実

施した。

イベント内容等を広報・

ホームページ等で周知に

努めた。

アンケートによると事業

の内容によっては紙媒体

（チラシや情報誌）から

情報を得た方が多い場合

もあった。しかしイン

ターネットを利用した

メールでの申込も多く、

両方必要であろう。今後

はSNSの利用の促進を図

る必要もあるだろう。

利用者よりｗｉ－ｆｉが

利用できないかとの質問

があった。早期に利用で

きるよう環境を整える必

要がある。

事業内容について、指定

管理者と調整が必要。

利用者よりｗｉ－ｆｉが

利用できないかとの問合

せがあった。早期に利用

できるよう環境を整える

必要がある。

ホームページには全ての

事業を掲載している。

事業の規模や内容によっ

て、他機関の事業紹介

ホームページ利用や、

SNSの利用をした。

各講座を町ホームページ

に掲載した。

参加者アンケートでも、

少ないがホームページを

見て申し込んだ参加者も

いた。

平成29年度の指定管理

者においての実施を協議

した。

各講座を町ホームページ

に掲載した。

参加者アンケートでも、

少ないがホームページを

見て申し込んだ参加者も

いた。

今後も継続していく。

効果的な情報発信を実施

していくためには、各

SNSにおける閲覧者数、

登録者数を増加させるこ

とが必要と考えられる

が、そのためにも細やか

な情報発信を行い、SNS

での情報発信を浸透させ

ていく必要がある。

今後も継続していく。
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課等名 平成28年度計画内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 平成28年度実施内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 年度実績 進捗状況 今後の課題等（検討結果等含む）

○空調機設置

・小・中学校の図書室に設置する。

・国庫補助金（交付金）の確保に向け文科省担当部局に要請・協議する。

・中学校普通教室への設置工事設計

・中学校普通教室への設置費用の予算（H29）計上

○中学校トイレのにおい対策

・便所清掃2週につき3回実施

・清掃時バイオ製剤（消臭剤）散布

○空調機設置

・小中学校図書室への設置完了（夏休み中）

・国庫補助（交付金）の確保に向けた文科省担当部局への要請・協議

（7/29、9/6訪問）

・中学校普通教室設置工事設計の業者委託

・中学校普通教室への設置工事費次年度予算計上

○中学校トイレのにおい対策

・便所清掃2週につき3回実施

・清掃時バイオ製剤（消臭剤）散布の実施

○赤錆対応

・簡易専用水道検査実施（1月）

○中学校トイレのにおい対策

・便所清掃2週につき3回実施

・清掃時バイオ製剤（消臭剤）散布

・浄化槽清掃（3月）

○赤錆対応

・簡易専用水道検査実施（1月）

○中学校トイレのにおい対策

・便所清掃2週につき3回実施

・清掃時バイオ製剤（消臭剤）散布

・浄化槽清掃（3月）

学力向上のための重点施策推進

①少人数学習推進事業

②教職員の資質向上事業（教育フロンティア専門指導員の新設）

・少人数学習実現のため、全校に１名の少人数学習補充教員を配置した。

・教育フロンティア専門指導員を小学校で１名、中学校で１名の合計２名を

配置し、経験の浅い教員を中心に資質向上のために指導・助言を行ってい

る。

学力向上のための重点施策推進

①少人数学習推進事業

②教職員の資質向上事業（教育フロンティア専門指導員の新設）

③寒川にこにこ学習会の立ち上げ

・少人数学習補充教員の配置により、少人数学習の継続と充実を図った。

・教育フロンティア専門指導員の配置により、経験の浅い教員を中心に教員

の資質向上の充実を図った。

・寒川にこにこ学習会を実施し、学習支援を必要とする家庭を中心に児童生

徒の個別学習を行った。

課等名 平成28年度計画内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 平成28年度実施内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 年度実績 進捗状況 今後の課題等（検討結果等含む）

自主防災組織の地域住民、各種団体等が主体となって行う訓練について、全

自治会や各種団体において訓練が実施出来るよう啓発を行う。

自主防災組織や各種団体等が主体となって行う防災訓練が実施出来るよう、

啓発、指導、助言を行い訓練実施している。

自主防災組織の地域住民、各種団体等が主体となって行う訓練について、実

施のされていない自治会や各種団体において訓練が実施出来るよう啓発を行

う。

防災訓練実施はもちろんのこと、地域の行事やイベントの中で、防災に関す

ることを取り入れた意識啓発事業の実施、また防災講演会や研修会へ積極的

な参加を促した。

みんなの協働事業提案制度モデル事業（平成２８年度実施事業）の実績報告

会について、町への登録ボランティア団体へ周知する。また、実績報告会後

に引き続いて、町への登録ボランティア団体の意見・情報交換会を実施を検

討し、団体同士の連携を図る。

１月１３日に登録ボランティア団体等及び町内NPO法人の意見・情報交換会

を開催し、団体同士の連携を図った。また、終了後にみんなの協働事業提案

制度モデル事業（平成２８年度実施事業）の実績報告会を開催し、さらなる

団体同士の情報共有及び連携を図った。

子育て支援は、地域の協力が非常に重要であることから、H27年度より、子

育て支援団体の育成と協働のまちづくりに主眼を置いた補助事業として「地

域子育て環境づくり支援事業」を実施している。継続的に本事業の推進を

図っていく。

子育て支援団体の育成と協働のまちづくりに主眼を置いた補助事業として

「地域子育て環境づくり支援事業」を実施し、２団体に対し交付決定を行っ

た。

２７９Smile湘南（不登校家庭への支援）

子育て支援グループはぐはぐ（自然ふれあい体験）

子育て支援は、地域の協力が非常に重要であることから、H27年度より、子

育て支援団体の育成と協働のまちづくりに主眼を置いた補助事業として「地

域子育て環境づくり支援事業」を実施している。継続的に本事業の推進を

図っていく。

２７９Smile湘南及び子育て支援グループはぐはぐについては、計画どおり事

業を終了した。

Ｂ：目標

に向け順

調

Ａ：達成

Ａ：達成

教

育

総

務

課

（３）教育環境に関する施策の充実（３）教育環境に関する施策の充実（３）教育環境に関する施策の充実（３）教育環境に関する施策の充実

【平成２７年度に実施した「寒川町まちづくりに関す

るアンケート結果」で、多数頂戴している教育環境に

関する自由意見の内容を参考とした上で取り組みを行

う。】

学

校

教

育

課

（１）様々な団体がネットワークを深めて活動していける仕組みづくりについて（１）様々な団体がネットワークを深めて活動していける仕組みづくりについて（１）様々な団体がネットワークを深めて活動していける仕組みづくりについて（１）様々な団体がネットワークを深めて活動していける仕組みづくりについて

【平成25年度に実施した「寒川のまちづくりに向けたアンケート結果」で、他団体との連携への関心については「関心はあるが連携するかどうかわからない」との回答が約4割であったことを踏まえ、団体の枠を超えたネットワークに向け取り組みを行う。】※団体：ＮＰＯ、ボランティ

ア団体・生涯学習団体

Ⅱ 第３期推進会議からの報告書（提案）の具現化に向けた町の継続的な対応

２－１ まちづくり推進会議
Ⅰ 寒川のまちづくりに向けたアンケート（町⺠活動団体）結果を踏まえた町としての改善や対応

・２２自治会中１８自治

会、その他２団体で実

施。

・登録ボランティア団体

等及び町内NPO法人の

意見・情報交換会を開催

した。

・同日、みんなの協働事

業提案制度モデル事業

（平成２８年度実施事

業）の実績報告会を開催

した。

計画どおり実施

・学校施設の問題につい

て計画通り実施した。

児童生徒及び教員に対す

るきめ細かい指導の充実

①　団体への連携に向けた声掛け

各

課

今後も学校の状況を把握

し実施していく。

・人材の確保及び学習会

については開催方法など

取り組み事項【取り組みの具体的内容】 取り組み担当課

Ａ：達成

来年度についても、両団

体とも補助金の交付を希

望している。補助金交付

にあたっては、更に発展

性を持たせた事業を計画

させる予定。

Ｂ：目標

に向け順

調

取り組み事項【取り組みの具体的内容】 取り組み担当課

危

機

管

理

課

協

働

文

化

推

進

課

子

育

て

支

援

課

今後も継続していく。

２ まちづくりワクワク委員会
Ⅰ 若い世代へのアンケート調査結果を参考とした参加・参画の促進

本年度実施がされていな

い自治会等に訓練が実施

出来るよう促すととも

に、実施している自主防

災組織に対しても、さら

に内容の充実した訓練が

実施出来るよう継続して

啓発を行う。また、各種

団体等においても同様に

啓発を行う。

各

課

7 ページ



課等名 平成28年度計画内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 平成28年度実施内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 年度実績 進捗状況 今後の課題等（検討結果等含む）

各種関係団体との会議等を開催し、意見交換を行い、連携を図る。 各種関係団体との会議等を開催し、意見交換を行い、連携を図った。

各種関係団体との会議等を開催し、意見交換を行い、連携を図る。 各種関係団体との会議等を開催し、意見交換を行い、連携を図った。

茅ヶ崎市寒川町広域連携事業として、茅ヶ崎市との共催事業を実施

茅ヶ崎市寒川町広域連携事業として、茅ヶ崎市と共催で「さむかわ考古学講

座　平安時代の木簡が語る　本村居村遺跡」を実施。4/24、5/21は寒川町

文化財学習センターで、6/4に茅ヶ崎市文化資料館で実施した。

他市町村及び関連公益財団、町観光協会との連携事業を実施

文化財学習センター事業として、ワークショップ、遺跡講演会、遺跡企画展

を、公益財団法人かながわ考古学財団と共催、横浜市歴史博物館、相模原

市、葉山町の後援で実施した。観光協会、商工会に縄文土器を貸し出し等を

し事業協力をした。

学校警察連絡協議会における参加機関の間の声かけ、連携の強化

・６月、７月に開催された学校警察連絡協議会において、学校、関係機関等

との協議を行い、連携の強化を図った。

・実際の事案においても、関係機関との連携を図りながら継続した対応を

行っている。

学校警察連絡協議会における参加機関の間の声かけ、連携の強化

・11月、２月に開催された学校警察連絡協議会において、学校、関係機関等

との協議を行い、引き続き連携の強化を図った。

・実際の事案においても、引き続き関係機関との連携を図りながら継続した

対応を行っている。

各公民館で活動しているサークル同士が一堂に会する公民館事業の実施

ダンスフェスティバル、合唱祭、音楽祭、公民館まつり

7/23ダンスフェスティバル

各公民館で活動しているサークル同士が一堂に会する公民館事業の実施

ダンスフェスティバル、合唱祭、音楽祭、公民館まつり

　各サークルの発表の場として２月の公民館まつりのほか、１０月に合唱

祭、１１月に音楽祭を実施した。

　公民館まつり実施については、公民館まつり実行委員会の下、町民セン

ター・センター分室の全サークル及び南部公民館生涯学習推進員会議による

町民センター地区部会を開催した。

各公民館で活動しているサークル同士が一堂に会する公民館事業の実施

ダンスフェスティバル、合唱祭、音楽祭（主催、会場は町民センター）、公

民館まつり

公民館まつり実施に向け、公民館まつり実行委員会の下、北部公民館の全

サークル及び北部公民館生涯学習推進員会議による北部地区部会を設立し、

会議を開催した。

各公民館で活動しているサークル同士が一堂に会する公民館事業の実施

ダンスフェスティバル、合唱祭、音楽祭（主催、会場は町民センター）、公

民館まつり

公民館まつり実施に向け、公民館まつり実行委員会の下、北部公民館の全

サークル及び北部公民館生涯学習推進員会議による北部地区部会を設立し、

会議を開催した。

各公民館で活動しているサークル同士が一堂に会する公民館事業の実施

ダンスフェスティバル、合唱祭、音楽祭（主催、会場は町民センター）、公

民館まつり

公民館まつり実施に向け、公民館まつり実行委員会の下、南部公民館の全

サークル及び南部公民館生涯学習推進員会議による南部地区部会を設立し、

会議を開催した。

各公民館で活動しているサークル同士が一堂に会する公民館事業の実施

ダンスフェスティバル、合唱祭、音楽祭（主催、会場は町民センター）、公

民館まつり

公民館まつり実施に向け、公民館まつり実行委員会の下、南部公民館の全

サークル及び南部公民館生涯学習推進員会議による南部地区部会を開催し

た。

公民館まつり：３／１１、３／１２

協働事業提案制度について、２９年度の予算要求を２８年度の５件から６件

に増やし、活動の支援を図る。

協働事業提案制度について、２９年度の予算の概算要求を２８年度の５件か

ら６件に増やし、活動の支援を図った。

・協働事業提案制度について、２９年度の予算要求を２８年度の５件から６

件に増やし、活動の支援を図る。

・みんなの協働事業提案制度モデル事業（平成２９年度実施事業）の応募に

向け、町への登録ボランティア団体の意見・情報交換会の開催を検討する。

・協働事業提案制度について、予算を昨年度の５件から６件に増やし活動の

支援を図った。

・みんなの協働事業提案制度モデル事業（平成２９年度実施事業）の応募に

向け、事業の相談期間中に登録ボランティア団体及び町内NPO法人の意見・

情報交換会を開催した。

Ｂ：目標

に向け順

調

関係機関との連携体制の

充実

各事業について「開催を

毎年楽しみにしている」

との意見がアンケート等

に寄せられており、事業

の定着ぶりが伺える。

年度を通して会議等を実

施し、連携を深めた。

1300人参加

会議も５回開催し、事故

もなく無事終了した。

・協働事業提案制度の予

算を昨年度より１件分増

とした。

・平成２９年度提案事業

の相談期間に合わせて

登録ボランティア団体及

び町内NPO法人の意

見・情報交換会を開催し

た。

各

課

取り組み事項【取り組みの具体的内容】 取り組み担当課

各種関係団体との会議等

を開催し、意見交換を行

い、連携を図った。

茅ヶ崎寒川町広域連携事

業の実施。その他市町村

や公益財団法人などとの

共催、後援事業を実施。

また、町観光協会、商工

会とも協力し縄文土器を

利用した観光利用を促進

した。

Ａ：達成

Ａ：達成

Ｂ：目標

に向け順

調

Ｂ：目標

に向け順

調

Ａ：達成

Ａ：達成

今後も継続していく。

事業内容について、指定

管理者と調整が必要

新たな団体も参加するな

ど盛大になっていく一

方、発表等しない団体の

参加が減っている。模擬

店等の出店により公民館

まつりへの参加を促すよ

うしていく必要がある。

既に、町内外の団体と協

力し事業を実施してい

る。今後は町事業にとど

まらず、他市町村や、団

体の事業にも参加し交流

を深めて行けたらと思

う。

Ⅱ 第３期推進会議からの報告書（提案）の具現化に向けた町の継続的な対応

②　活動に対する町の支援策

協

働

文

化

推

進

課

学

校

教

育

課

町

民

セ

ン

タ

ー

北

部

公

民

館

南

部

公

民

館

農

政

課

教

育

総

務

課

①　団体への連携に向けた声掛け

特になし

事業内容について、今後

指定管理者と調整が必

要。

今後も継続していく。

２－１ まちづくり推進会議
Ⅰ 寒川のまちづくりに向けたアンケート（町⺠活動団体）結果を踏まえた町としての改善や対応

8 ページ



課等名 平成28年度計画内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 平成28年度実施内容（上段︓上半期、下段︓下半期） 年度実績 進捗状況 今後の課題等（検討結果等含む）

各種団体の男女構成や各審議会等の公募委員定員数等の現状から、規則・内

規の委員構成に関する見直しをすることが難しいため、各所管課へ、女性委

員の登用促進のための委員選出方法の工夫に努めるよう引き続き周知する。

さむかわ男女共同参画プランの実施事業担当課の課長級からなるさむかわ男

女共同参画プラン連絡会において、女性委員の登用促進のための委員の選出

方法の工夫に努めるよう周知した。

各所管課へ女性委員の登用促進のための委員選出方法の工夫に努めるよう引

き続き周知する。

女性委員の登用の促進に関する文面を入れた委員選出依頼文書のひな形を作

成し、イントラネットを通じ各所管課へ通知した。

各所管課から各団体へ委員選出を依頼する際に使用する、女性委員の登用の

促進に関する文面を入れた依頼文書のひな形を検討する。

各団体が委員選出をする際、その会議に必要な専門的知識を持つという理由

で職の指定を行っている場合に、女性がその職に就いていないことも多い。

これを考慮し、委員選出の依頼文書のひな形を検討した結果、選出方法の工

夫等により女性委員の登用に協力いただけるような文面を依頼文書のひな形

に入れる方向性を決定した。

女性委員の登用の促進に関する文面を入れた委員選出依頼文書のひな形を作

成し、各所管課へ通知する。

推薦委員を職指定で限定せず、可能な限り女性の適任者の推薦を検討してい

ただきたい旨の文面を入れた委員選出依頼文書のひな形を作成し、イントラ

ネットを通じ、各所管課へ通知した。

・女性活動団体の連携のきっかけをつくるため、女性委員やリーダー育成の

ための講座の開催を検討する。

・女性活動団体が連携した自主的なまちづくりの参画についての動きがあれ

ば、可能な協力や支援を行う。

女性活動団体の連携のきっかけをつくるため、女性委員やリーダー育成のた

めの講座について検討した結果、今年度は男女共同参画と住民協働をテーマ

とした講座を開催することを決定し、開催に向けて準備を進めた。

・女性委員やリーダー育成のための講座を開催し、女性活動団体へ参加を促

す。

・女性活動団体が連携した自主的なまちづくりの参画についての動きがあれ

ば、可能な協力や支援を行う。

男女共同参画と住民協働をテーマとした講座を開催した。

テーマ：「男女がともに輝く未来へ～みんなで考えよう協働のまちづくり

～」

日時：平成29年1月22日(日)午後2時～4時

参加人数：35名(男性22名、女性13名)

住民投票は自治基本条例で定められている事なので、まちづくり推進会議と

ともに調査・研究の上検討を進めていく。

住民投票は自治基本条例で定められている事なので、まちづくり推進会議と

ともに調査・研究の上検討を進めた。（県内自治体の状況等調査）

住民投票は自治基本条例で定められている事なので、まちづくり推進会議と

ともに調査・研究の上検討を進めていく。

住民投票は自治基本条例で定められている事なので、まちづくり推進会議と

ともに調査・研究の上検討を進めた。（重要事項の論点整理等）

自治基本条例見直し委員

会を3回開催し、各重要

項目について意見聴取を

した。

Ｂ：目標

に向け順

調

庁内会議において女性委

員の選出方法の工夫に努

めるよう周知するととも

に、女性委員登用の促進

に関する文面を入れた選

出依頼文書のひな形を作

成し、各課等へ通知し

た。

Ｂ：目標

に向け順

調

（１）審議会等の規則・内規の見直し（１）審議会等の規則・内規の見直し（１）審議会等の規則・内規の見直し（１）審議会等の規則・内規の見直し

【女性委員の登用を一定の比率で担保するため、何らか

の明文化をすることにより、女性の参画を進める環境づ

くりを行う。】

今後も継続していく。

（１）住民投票を条例で定める際の様々な論点につい（１）住民投票を条例で定める際の様々な論点につい（１）住民投票を条例で定める際の様々な論点につい（１）住民投票を条例で定める際の様々な論点につい

ての検討等ての検討等ての検討等ての検討等

【投票対象事項の範囲、請求・発議の主体や要件、成立

要件、投票資格者の範囲、投票運動に対する規制、必要

経費等について検討するとともに、町民も検討し町民間

で討議を行えるような熟議のプロセスなど、新たな住民

投票のあり方についても庁内、議会内で検討を行う。】

協

働

文

化

推

進

課

（２）女性委員登用促進の指針作成（２）女性委員登用促進の指針作成（２）女性委員登用促進の指針作成（２）女性委員登用促進の指針作成

【女性委員登用に関する指針等を作成している自治体を

参考とし、指針等の作成を模索することにより、女性の

参画を進める環境づくりを行う。】

協

働

文

化

推

進

課

協

働

文

化

推

進

課

取り組み事項【取り組みの具体的内容】 取り組み担当課

女性委員登用の促進に関

する文面を入れた選出依

頼文書のひな形を作成

し、各課等へ通知した。

講座開催により、女性活

動団体の連携のきっかけ

をつくった。

Ｂ：目標

に向け順

調

今後も継続していく。

今後も継続していく。

Ｂ：目標

に向け順

調

協

働

文

化

推

進

課

２－３ 住⺠投票条例勉強会
Ⅰ 住⺠投票条例について

２－２ ⼥性の活躍の場研究部会
Ⅰ ⼥性の参画を進める環境づくり

（３）女性活動団体の連携（３）女性活動団体の連携（３）女性活動団体の連携（３）女性活動団体の連携

【町内で活動している女性活動団体や既存団体の中に組

織されている女性部、婦人部の方々が一堂に会して連携

できるような場を創出し、情報交換や活動が行われるこ

とにより、女性の町への参画意識の向上を図る。】

重要事項の各論点につい

て、他の自治体の状況を

参考にしながら、委員か

ら意見をいただき、最終

的には検討報告書を作成

し、委員会より町へ提出

する。
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